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一　

冷
血
重
訳
﹃
生
計
﹄
の
提
起
す
る
問
題

陳
冷
血
（
一
八
七
八
―
一
九
六
五
）、
本
名
は
陳
景
韓
、
江
蘇
松
江
（
現
在
の
上
海
市
）
の
出
身
。「
冷
血
」
は
筆
名
。
一
八
九
九
年

末
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
日
本
に
留
学
し
、
帰
国
後
、
新
聞
界
に
入
っ
て
、『
時
報
』『
新
新
小
説
』『
申
報
』
等
の
主
筆
を
歴
任

し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
方
、
小
説
の
創
作
と
日
本
語
か
ら
の
西
洋
小
説
の
重
訳
に
も
取
り
組
み
、
清
末
民
初
の

上
海
各
新
聞
雑
誌
に
多
く
の
作
品
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
林
紓
（
一
八
五
二
―
一
九
二
四
）
の
翻
訳
小
説
が
主
に
二
流
、
三
流
の
通
俗

小
説
で
あ
っ
た
と
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
に
対
し
て（
１
）、
冷
血
に
よ
る
翻
訳
は
世
界
一
流
の
小
説
家
の
代
表
作
が
よ
く
選
ば
れ
て
い
る
。

「
俄
屈
華
夫
著
」
と
署
名
さ
れ
た
『
生
計
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

『
生
計
』
は
一
九
〇
九
年
十
月
一
日
、
冷
血
の
主
筆
し
た
『
小
説
時
報
』
に
発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。「
俄
屈
華
夫
著
」
と
署

名
さ
れ
て
い
る
が
、
底
本
・
原
作
に
つ
い
て
の
説
明
は
無
い
。
樽
本
照
雄
氏
の
『
新
編
清
末
民
初
小
説
目
録
』
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

『
生
計
』
の
原
作
者
が
チ
エ
ー
ホ
フ
だ
と
判
明
し
た
が
、
さ
ら
に
張
艶
氏
の
論
文
「
陳
冷
血
両
篇
翻
訳
小
説
的
日
語
底
本
」
に
よ
っ
て
、

明
治
時
代
の
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
者
、
瀬
沼
夏
葉
（
一
八
七
五
―
一
九
一
五
）
の
翻
訳
し
た
『
余
計
者
』
が
底
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
張
氏
は
、
日
本
語
の
底
本
と
中
国
語
の
訳
本
の
梗
概
と
表
現
を
比
較
し
て
、「
日
本
訳
本
更
忠
実
原
著
、
冷
血
的
訳

本
有
很
多
删
節（
２
）」
と
指
摘
す
る
。『
余
計
者
』
は
一
八
八
六
年
に
チ
エ
ー
ホ
フ
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
り
、
ま
た
、
十
九

世
紀
の
ロ
シ
ア
文
学
に
共
通
し
て
い
る
人
物
像
で
も
あ
る
。「
余
計
者
」
の
用
語
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
余
計
者
の
日
記
』（
一
八
五
〇
）
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に
よ
る
も
の
で
、
後
に
『
ル
ー
ジ
ン
』
で
典
型
的
に
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
十
九
世
紀
半
ば
の
ロ
シ
ア
文
学
に
現
れ
た
、
知

性
と
教
養
に
め
ぐ
ま
れ
な
が
ら
、
活
か
す
場
を
見
だ
せ
ず
、
無
気
力
で
現
実
を
直
視
し
適
応
す
る
能
力
を
欠
け
た
人
物
、
没
落
貴
族
や

知
識
階
級
の
一
典
型
で
あ
る（
３
）。「
余
計
者
」
類
型
の
代
表
作
は
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の
『
現
代
の
英
雄
』（
一
八
四
〇
）、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の

『
誰
の
罪
』（
一
八
四
六
）、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
ル
ー
ジ
ン
』（
一
八
五
六
）、
そ
し
て
、
チ
エ
ー
ホ
フ
の
『
余
計
者
』（
一
八
八
六
）
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

瀬
沼
夏
葉
の
『
余
計
者
』
は
原
作
の
忠
実
な
翻
訳
で
あ
っ
た
が
、
冷
血
は
重
訳
に
際
し
て
、
何
故
多
く
の
削
除
を
施
し
た
の
か
、
ま

た
何
故
タ
イ
ト
ル
を
雰
囲
気
、
意
味
の
異
な
る
『
生
計
』
に
改
変
し
た
の
か
。
本
稿
は
、
冷
血
の
『
生
計
』
と
底
本
（
瀬
沼
訳
本
）
と

を
比
較
し
、
冷
血
が
度
々
加
え
た
改
変
の
過
程
を
具
体
的
に
検
証
し
た
上
で
、
そ
の
意
図
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

二　
﹃
生
計
﹄
の
翻
訳

こ
の
作
品
の
梗
概
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

主
人
公
ザ
イ
キ
ン
（
冷
血
訳
：
柴
根
）
は
市
内
区
裁
判
所
の
役
人
で
あ
る
。
妻
の
意
見
で
購
入
し
た
郊
外
の
別
荘
に
妻
と
息
子
を

住
ま
わ
せ
て
い
る
が
、
自
分
は
通
勤
費
節
約
の
た
め
、
滅
多
に
家
へ
帰
ら
な
い
。
あ
る
日
、
退
勤
後
、
ザ
イ
キ
ン
は
自
分
の
別
荘

へ
出
か
け
る
。
し
か
し
、
妻
は
晩
飯
も
作
ら
な
い
ま
ま
、
友
人
等
と
と
も
に
劇
場
へ
出
か
け
、
家
に
は
息
子
一
人
し
か
残
さ
れ
て

い
な
い
。
息
子
は
遊
び
に
夢
中
で
、
ザ
イ
キ
ン
を
気
に
も
と
め
な
い
。
ザ
イ
キ
ン
は
怒
っ
て
い
て
も
、
何
も
言
わ
な
い
。
夜
、
妻

は
友
達
を
連
れ
て
帰
宅
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
夫
に
簡
単
な
挨
拶
を
し
て
、
ザ
イ
キ
ン
に
お
金
を
も
ら
っ
て
食
べ
物
を
買
い
、
友

達
に
ご
馳
走
し
た
。
食
後
、
妻
は
再
び
、
友
達
と
歌
を
練
習
し
続
け
た
の
で
、
う
る
さ
く
て
ザ
イ
キ
ン
は
寝
ら
れ
な
い
。
深
夜
、

妻
は
友
達
を
泊
め
よ
う
と
し
て
寝
て
い
る
ザ
イ
キ
ン
を
起
こ
し
、
書
斎
の
長
椅
子
に
寝
な
さ
い
と
い
う
。
ザ
イ
キ
ン
は
腹
を
立
て

る
が
、
何
も
言
わ
ず
に
書
斎
に
入
り
、
長
椅
子
に
横
に
な
っ
て
い
る
息
子
を
見
て
、「
お
父
様
と
貴
様
は
余
計
者
だ
か
ら
︙
︙
な

あ
、
眠
る
所
も
無
い
の
だ
わ
ッ
！
」
と
嘆
い
て
家
を
出
る
。

以
上
が
『
余
計
者
』
の
筋
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
級
文
官
で
あ
る
ザ
イ
キ
ン
の
生
活
の
断
片
を
描
く
ス
ケ
ッ
チ
風
の
小
説
で
あ
る
。
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生
活
に
苦
し
ん
で
お
り
、
家
族
に
も
疎
外
さ
れ
て
い
る
ザ
イ
キ
ン
の
生
活
の
様
子
お
よ
び
「
余
計
者
」
と
さ
れ
る
内
面
描
写
が
小
説
の

主
眼
と
な
っ
て
い
る
。『
生
計
』
の
筋
立
て
と
表
現
は
瀬
沼
夏
葉
に
よ
る
『
余
計
者
』
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
瀬
沼
訳
を
も
と
に
重
訳

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
大
筋
で
は
底
本
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
冷
血
自
身
の
筆
に
よ
る
と
こ
ろ
も

数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
以
下
、
冷
血
の
加
筆
を
︻
ａ
削
除
︼、︻
ｂ
添
加
と
改
変
︼
と
い
う
二
つ
に
分
け
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
本
稿
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
す
べ
て
初
出
の
も
の
で
あ
る
。『
生
計
』
は
『
小
説
時
報
』
第
二
号
の
原
本

（
北
京
師
範
大
学
所
蔵
本
）、『
余
計
者
』
は
瀬
沼
夏
葉
訳
『
露
国
文
豪
：
チ
エ
ホ
フ
傑
作
集
』
の
原
本
（
一
九
〇
八
年
十
月
、
獅
子
吼
書

房
出
版
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/897048

）
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。
併
せ
て
、
現
代

中
国
語
訳
の
『
契
訶
夫
文
集
』
第
五
巻
（
汝
龍
訳
、
上
海
訳
文
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
の
『
余
計
者
』
を
適
宜
参
照
し
た
。
本

稿
に
お
け
る
引
用
文
は
、
文
意
を
損
な
わ
な
い
か
ぎ
り
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
を
省
略
す
る
等
の
改
変
を
適
宜
加
え
て
い

る
。
ま
た
、
引
用
文
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

︻
ａ 

削
除
︼

 

︻
例
１
︼
ザ
イ
キ
ン
が
別
荘
に
帰
ろ
う
と
す
る
場
面

底
本
：  

包
、
折
鞄
、
婦
人
の
附
属
品
を
入
れ
た
る
ボ
ー
ル
箱
等
を
、
各
各
手
に
提
げ
、
腋
に
抱
へ
て
、
誰
の
顔
も
一
様
に
空
腹
で

腹
立
し
さ
う
で
、
緑
の
草
も
、
清
き
水
も
自
分
等
の
為
で
は
無
い
と
で
も
云
ふ
や
う
。（
一
六
七
頁
）

訳
本
：  

有
乗
客
三
三
五
五
提
着
小
包
携
着
小
筐
大
概
帯
着
婦
人
家
用
品
的
東
西
都
上（
４
）了
車
向
近
邊
村
落
避
暑
地
走
去
。（
一
頁
）（
拙

訳
：
乗
客
た
ち
は
三
々
五
々
鞄
を
提
げ
た
り
、
箱
を
抱
え
た
り
、
婦
人
用
品
を
持
っ
た
り
し
て
汽
車
を
降
り
、
近
く
の
別

荘
地
に
向
か
う
）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
の
「
誰
の
顔
も
一
様
に
空
腹
で
腹
立
し
さ
う
」
と
い
う
文
は
通
勤
し
て
い
る
下
級
文
官
た
ち
の
苦
悶
の
表
情
、
心
身
と

も
に
疲
れ
て
い
る
状
態
を
描
い
て
い
る
。「
緑
の
草
も
、
清
き
水
も
自
分
等
の
為
で
は
無
い
」
と
い
う
文
は
ザ
イ
キ
ン
達
が
別
荘
の
自

然
と
は
無
縁
で
、
部
外
者
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
生
活
実
態
と
心
理
状
態
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ザ
イ
キ
ン
が
通
勤
同
様
に
別

荘
生
活
を
「
実
に
下
ら
な
い
」、「
悪
魔
だ
の
、
婦
女
輩
が
考
出
し
た
業
」、「
懲
役
か
、
地
獄
か
、
這
麼
場
所
に
来
る
と
、
息
苦
し
く

て
、
暑
苦
し
く
て
、
堪
っ
た
も
の
ぢ
や
有
り
ま
せ
ん
」
と
非
難
す
る
言
葉
と
呼
応
し
て
お
り
、「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
の
最
初
の
表
出
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で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
冷
血
の
訳
本
で
は
、
此
の
文
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

 
︻
例
２
︼
別
荘
に
つ
く
場
面

底
本
：  

彼
は
家
に
入
つ
た
が
、
内
は
沈
閑
と
し
て
、
蚊
の
啼
く
声
と
、
蛛
の
巣
に
引
掛
つ
た
蠅
の
音
許
り
聞
え
る
、
窓
に
は
レ
ー

ス
の
帷
が
垂
れ
て
ゐ
て
、
ゲ
ラ
ニ
の
咲
き
切
つ
た
花
が
真
紅
に
見
え
る
、
板
の
儘
で
塗
ら
ぬ
壁
の
上
に
は
、
見
る
も
寂
し

げ
に
蠅
が
居
睡
を
し
て
居
る
の
で
あ
る
。（
一
七
〇
頁
）

訳
本
：  

走
進
他
自
己
的
避
暑
宅
内
向
裡
邊
一
看
︐
宅
中
十
分
沈
静
︐
只
聴
得
蚊
聲
蠅
聲
︐
除
外
別
無
一
點
聲
息
。（
一
頁
）（
拙
訳
：

自
分
の
別
荘
に
入
っ
て
、
内
を
見
る
と
、
わ
が
家
は
と
て
も
静
寂
で
、
蚊
と
蠅
の
音
が
聞
こ
え
る
だ
け
だ
。）

 

︿ 

分
析
﹀
蛛
の
巣
に
引
掛
っ
た
蠅
、
垂
れ
て
い
る
帷
、
咲
き
切
っ
た
花
、
板
の
儘
で
塗
ら
ぬ
壁
、
寂
し
げ
に
居
睡
り
を
し
て
居
る
蠅
な

ど
、
ザ
イ
キ
ン
の
眼
に
す
る
家
の
風
景
は
ど
れ
も
生
気
が
な
く
、
死
さ
え
も
連
想
さ
せ
る
凄
惨
な
光
景
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
一
つ

の
景
色
の
特
徴
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
描
写
で
は
な
く
、
退
屈
で
寂
し
く
、
生
命
力
に
乏
し
い
と
い
う
抽
象
的
な
隠
喩
を
込
め
た
詠

嘆
で
あ
り
、
生
活
に
呑
み
こ
ま
れ
る
ザ
イ
キ
ン
の
憂
鬱
な
心
情
を
投
影
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
冷
血
の
訳
本
で
は
、
こ
の
描

写
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
底
本
の
抒
情
性
、
メ
タ
フ
ァ
ー
を
失
っ
た
。

 

︻
例
３
︼
晩
飯
に
つ
い
て
の
ザ
イ
キ
ン
と
息
子
の
会
話
①

底
本
：  （
息
子
の
話
―
筆
者
に
よ
る
）「
私
牛
乳
飲
ん
だ
よ
、
私
に
ッ
て
牛
乳
六
銭
買
つ
た
の
。
お
父
様
、
あ
の
其
れ
ぢ
や
蚊
は
何

為
血
を
吸
ふ
の
？
」
ザ
イ
キ
ン
は
肝
臓
に
酷
く
刺
激
を
覚
え
た
。
残
念
で
残
念
で
、
居
て
も
立
つ
て
も
堪
ら
ず
、（
略
）、

我
と
我
が
胸
を
撫
で
下
し
、
グ
ゲ
ノ
ト
の
歌
の
一
節
を
暴
に
な
つ
て
歌
ひ
出
す
。（
一
七
二
頁
）

訳
本
：  

児
道
我
今
夜
飲
了
牛
乳
買
了
六
十
銭
得
牛
乳
来
飲
了
︙
阿
父
那
蚊
蟲
他
為
何
要
吸
人
的
血
。
柴
根
聴
了
這
話
心
中
甚
有
感

触
︐
忽
然
従
那
椅
子
上
立
了
起
来
︐
走
了
幾
歩
又
復
坐
了
下
去
︐（
略
）︐
自
己
安
慰
著
自
己
唱
著
一
節
哥
慨
奴
歌
。（
二

頁
）（
拙
訳
：
息
子
は
言
う
、「
私
は
今
夜
、
牛
乳
を
飲
ん
だ
。
六
十
銭
で
牛
乳
を
買
っ
て
飲
ん
だ
。
お
父
さ
ん
、
あ
の
蚊

は
何
で
人
の
血
を
吸
う
の
。」
ザ
イ
キ
ン
は
こ
の
話
を
耳
に
す
る
と
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
、
突
然
そ
こ
の
椅
子
か
ら
立
ち
上

が
り
、
何
歩
か
歩
い
て
ま
た
座
り
込
ん
だ
。（
略
）
自
分
を
慰
め
て
、
一
節
の
グ
ゲ
ノ
ト
歌
を
歌
い
だ
す
。）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
で
は
、
ザ
イ
キ
ン
は
息
子
に
誰
が
晩
御
飯
を
作
っ
て
く
れ
る
の
か
と
聞
い
た
ら
、
息
子
は
ご
飯
を
作
る
人
は
な
い
、
自
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分
で
牛
乳
を
買
っ
て
飲
ん
だ
と
返
事
し
た
。
そ
の
後
、
父
親
ザ
イ
キ
ン
に
関
心
を
寄
せ
ず
に
、
す
ぐ
「
蚊
」
の
話
題
に
転
換
し
た
。

そ
の
た
め
、
息
子
に
「
蚊
は
何
為
血
を
吸
ふ
の
」
と
聞
か
れ
る
と
、
ザ
イ
キ
ン
は
反
射
的
に
「
肝
臓
に
酷
く
刺
激
を
覚
え
」
て
、
精

神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。「
ザ
イ
キ
ン
は
肝
臓
に
酷
く
刺
激
を
覚
え
た
」
と
い
う
文
は
息
子
に
無
視
さ
れ
る
ザ
イ
キ
ン
の
痛
ま
し

い
内
心
の
感
覚
を
生
き
生
き
と
描
写
し
て
い
る
。
息
子
と
の
会
話
を
通
し
て
、
ザ
イ
キ
ン
の
「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
は
強
調
さ
れ
て

い
る
。
冷
血
訳
に
な
る
と
、
こ
の
印
象
的
な
心
理
描
写
が
削
除
さ
れ
、「
甚
有
感
触
」
の
一
語
で
総
括
さ
れ
た
。
よ
り
平
易
で
分
り
や

す
い
が
、
底
本
の
心
理
描
写
の
強
烈
な
抒
情
的
な
色
あ
い
と
隠
喩
の
意
味
が
な
く
な
る
。

 

︻
例
４
︼
晩
飯
に
つ
い
て
の
ザ
イ
キ
ン
と
息
子
の
会
話
②

底
本
：  

ザ
イ
キ
ン
は
立
つ
て
書
斎
に
行
き
、
長
椅
子
の
上
に
ご
ろ
り
と
横
に
な
り
、
両
手
に
頭
を
抱
へ
な
が
ら
考
へ
る
。
子
供
の

涙
は
彼
の
心
を
和
ら
げ
て
、
怒
を
解
い
た
の
で
あ
る
。
肝
臓
か
ら
は
何
か
漸
々
に
取
り
去
ら
れ
る
や
う
に
覚
え
た
。
同
時

に
疲
労
と
、
空
腹
と
が
交
々
至
る
。（
一
七
五
頁
）

訳
本
：  

這
時
柴
根
便
立
起
身
来
走
至
外
間
書
房
內
︐
在
那
一
個
長
椅
子
上
横
身
坐
下
︐
心
中
怒
氣
已
消
。
身
上
不
覚
疲
労
起
来
腹

中
又
是
飢
餓
。（
三
頁
）（
拙
訳
：
こ
の
時
、
ザ
イ
キ
ン
は
立
ち
あ
が
り
、
と
な
り
の
書
斎
に
行
っ
て
、
長
椅
子
の
上
に
寝

そ
べ
る
と
、
怒
り
は
お
さ
ま
っ
た
。
疲
労
と
空
腹
が
感
じ
ら
れ
る
。）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
で
は
、
例
３
と
呼
応
し
て
、「
肝
臓
か
ら
は
何
か
漸
に
取
り
去
ら
れ
る
や
う
に
覚
え
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
表
現

に
よ
っ
て
、
ザ
イ
キ
ン
が
怒
り
を
お
さ
め
る
心
理
的
過
程
を
表
現
し
て
い
る
。
訳
本
で
は
、
こ
れ
が
削
ら
れ
て
い
る
。

︻
ｂ 

添
加
と
更
改
︼

 

︻
例
５
︼
ザ
イ
キ
ン
が
別
荘
に
帰
り
、
息
子
を
見
出
す
場
面

底
本
：  

ベ
エ
チ
ヤ
と
云
ふ
六
歳
に
な
る
男
の
子
が
唯
一
人
、
①
大
き
い
音
を
為
せ
て
鼻
を
啜
り
、
下
唇
を
突
出
し
て
、
骨
牌
の
ダ

イ
ヤ
の
兵
卒
を
、
剪
を
以
て
切
抜
い
て
ゐ
た
。
②「
お
父
様
か
い
！
」
子
供
は
振
向
き
も
為
ず
に
、「
お
出
で
な
さ
い
！
」。 

（
一
七
〇
―
一
七
一
頁
） 

訳
本
：  

一
直
到
了
臥
房
内
纔
見
他
六
歳
的
児
子
坐
在
燈
下
︐
①
歪
著
嘴
唱
歌
手
内
拿
著
剪
刀
将
一
張
兵
卒
的
紙
牌
剪
那
兵
卒
剪
下

来
︐
②
見
了
柴
根
進
来
便
叫
道
︐
阿
父
来
了
。（
二
頁
） （
拙
訳
：
寝
室
で
ザ
イ
キ
ン
は
六
歳
の
息
子
を
姿
を
眼
に
す
る
。
明
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か
り
の
下
に
座
り
、
口
を
歪
め
て
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
鋏
で
兵
士
の
カ
ー
ド
か
ら
、
そ
の
兵
士
を
切
り
抜
い
て
い
る
。
入
っ

て
き
た
ザ
イ
キ
ン
を
見
る
と
、
す
ぐ
「
パ
パ
、
お
帰
り
な
さ
い
」
と
叫
ん
だ
。）

 

︿ 

分
析
﹀
①
に
つ
い
て
、
底
本
で
は
、
息
子
ベ
エ
チ
ヤ
は
「
大
き
い
音
を
為
せ
て
鼻
を
啜
り
、
下
唇
を
突
出
し
て
」
い
る
、
全
く
だ
ら

し
が
な
い
人
物
像
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
訳
本
で
は
、
そ
れ
が
「
歪
著
嘴
唱
歌
」
と
書
き
換
え
ら
れ
た
た
め
、
息
子
が
生
活
へ

の
情
熱
に
溢
れ
た
活
発
で
明
る
い
少
年
に
変
化
し
た
。
②
の
底
本
で
は
、
息
子
は
珍
し
く
帰
っ
て
き
た
お
父
さ
ん
に
振
向
き
も
せ
ず
、

ザ
イ
キ
ン
に
関
心
を
払
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ザ
イ
キ
ン
の
「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
は
こ
こ
で
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
訳

本
に
お
い
て
、「
見
︙
便
」（
み
る
と
す
ぐ
）
と
い
う
接
続
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
息
子
が
父
親
に
会
っ
た
と
き
の
興
奮
や
愛
情

が
描
き
出
さ
れ
、
ザ
イ
キ
ン
の
「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
が
弱
化
さ
れ
て
い
る
。

 

︻
例
６
︼
帰
っ
て
き
た
妻
が
友
達
に
ご
馳
走
を
す
る
た
め
、
ザ
イ
キ
ン
に
お
金
を
要
求
す
る
が
拒
否
さ
れ
る
場
面
①

底
本
：  「
用
が
有
る
の
で
す
よ
！ 
お
茶
で
も
飲
ん
で
か
ら
、
も
う
一
度
役
を
為
て
見
た
り
、
歌
つ
て
見
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
︙
︙

私
は
コ
ロ
ム
イ
ス
ロ
フ
と
合
唱
を
す
る
の
で
す
が
ね
︙
︙
忘
れ
な
け
り
や
可
い
が
！ 

で
、
貴
方
ね
え
、
何
卒
お
願
ひ
で
す

か
ら
、
ナ
タ
リ
ヤ
に
サ
ル
ヂ
ン
と
、
ウ
オ
ト
カ
と
、
チ
イ
ス
と
、
其
か
ら
何
か
他
の
物
を
少
し
許
り
取
り
に
遣
っ
て
頂
戴

な
、
彼
の
人
達
は
屹
度
晩
餐
を
食
べ
て
行
く
意
だ
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
ね
、
︙
︙
あ
々
疲
れ
た
！
」（
一
七
九
頁
）

訳
本
：  

奈
坻
克
道
︐
請
他
們
来
自
然
有
事
的
︐
你
快
喝
了
茶
我
們
再
做
戲
你
看
︐
唱
歌
你
聴
︙
你
看
我
和
克
労
五
合
唱
一
曲
真
是

好
的
︙
我
休
忘
了
你
快
替
我
分
付
那
脱
利
買
了
些
鶏
魚
牛
肉
等
類
我
要
請
他
們
吃
夜
飯
的
︙
︙
呀
乏
了
乏
了
今
日
我
真
的

乏
了
。（
四
頁
）（
拙
訳
：
ナ
デ
ジ
タ
は
い
う
。
彼
ら
に
来
て
も
ら
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
用
が
あ
る
か
ら
な
の
。
あ
な
た
、

早
く
お
茶
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
私
た
ち
は
演
劇
を
し
て
あ
な
た
に
み
せ
る
、
歌
を
歌
っ
て
あ
な
た
に
聞
か
せ

る
。
ほ
ら
、
見
て
、
あ
た
し
、
コ
ロ
ム
と
合
唱
す
る
と
と
て
も
い
い
の
よ
。
︙
忘
れ
た
ら
大
変
。
は
や
く
ナ
タ
リ
ヤ
に
肉

や
魚
な
ど
を
買
わ
せ
て
下
さ
い
。
彼
ら
に
夜
食
を
ご
馳
走
す
る
の
。
︙
あ
あ
、
疲
れ
た
疲
れ
た
、
今
日
は
本
当
に
疲
れ
た
。）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
で
は
、
妻
は
珍
し
く
帰
っ
て
き
た
夫
に
興
奮
、
愛
情
な
ど
一
切
示
さ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
夫
に
お
金
を
求
め
て
友

達
に
夜
食
を
ご
馳
走
し
た
が
、
ザ
イ
キ
ン
の
食
事
に
は
関
心
を
寄
せ
な
い
。
食
後
、
妻
は
ま
た
歌
の
練
習
に
夢
中
に
な
り
、
主
人
の

ザ
イ
キ
ン
を
「
余
計
者
」
扱
い
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
冷
血
は
翻
訳
す
る
際
、
漢
字
の
「
你
」（
あ
な
た
）
を
添
加
し
た
。
そ
の
結



陳
冷
血
の
翻
訳
小
説
『
生
計
』
に
対
す
る
一
考
察

87

果
、「
做
戲
你
看
︐
唱
歌
你
聽
」
の
よ
う
に
、
妻
は
全
て
の
活
動
に
ザ
イ
キ
ン
を
参
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
な
い

夫
へ
の
愛
情
と
自
分
の
演
出
を
見
て
も
ら
え
る
喜
び
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
。
訳
本
で
は
、
妻
が
ザ
イ
キ
ン
に
対
す
る
態
度
が

改
変
さ
れ
た
た
め
、
ザ
イ
キ
ン
の
「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
が
弱
化
さ
れ
て
い
る
。

 

︻
例
７
︼
帰
っ
て
き
た
妻
が
友
達
に
ご
馳
走
を
す
る
た
め
、
ザ
イ
キ
ン
に
お
金
を
要
求
す
る
が
拒
否
さ
れ
る
場
面
②

底
本
：  「
だ
つ
て
困
る
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ね
え
貴
方
、
那
様
こ
と
を
言
は
な
い
で
さ
︙
︙
具
合
が
悪
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、

恥
を
搔
か
せ
な
い
で
も
可
い
で
せ
う
、
ね
！
」
三
十
分
程
過
ぎ
て
、
ナ
タ
リ
ヤ
は
町
に
ウ
オ
ト
カ
と
立
食
の
二
三
種
を
買

ひ
に
遣
ら
れ
る
。
ザ
イ
キ
ン
は
茶
を
呑
ん
で
、
仏
蘭
西
パ
ン
を
一
つ
ペ
ロ
ツ
と
食
べ
て
了
つ
て
、
旋
て
寝
室
に
行
つ
て
寝

台
の
上
に
横
に
な
る
。（
一
七
九
頁
）

訳
本
：  

奈
坻
克
道
︐
這
却
叫
我
為
難
了
︐
你
想
你
這
様
説
時
我
如
何
好
出
去
見
他
們
︐
豈
不
教
我
羞
死
了
人
麼
。
①
我
平
時
何
等

替
你
做
面
子
︐
你
到
這
様
。
柴
根
黙
然
不
語
。
過
了
三
十
分
鐘
那
脱
利
己
從
村
市
上
回
来
︐
買
了
両
三
種
食
物
︐
厨
上
茶

也
烹
好
了
。
②
奈
坻
克
於
是
取
了
一
杯
茶
幾
片
法
国
麺
麭
送
至
柴
根
面
前
。
柴
根
喝
了
茶
吃
了
麺
麭
︐
心
中
不
快
︐
便
走

至
裏
間
房
内
横
身
床
上
。（
五
頁
）（
拙
訳
：
ナ
デ
ジ
タ
は
言
う
。
そ
れ
で
は
困
る
の
よ
。
あ
な
た
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
ら
、
あ
た
し
は
彼
ら
に
会
わ
す
顔
も
な
い
、
恥
ず
か
し
く
て
し
か
た
が
な
い
。
い
つ
も
、
あ
な
た
の
面
子
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
に
、
あ
な
た
は
か
え
っ
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
な
ん
て
。
ザ
イ
キ
ン
は
黙
り
込
む
。
三

十
分
ほ
ど
す
る
と
、
ナ
タ
リ
ヤ
が
二
三
種
の
食
べ
物
を
買
っ
て
き
た
。
お
茶
も
入
れ
た
。
ナ
デ
ジ
タ
は
お
茶
と
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
を
何
枚
か
取
っ
て
、
ザ
イ
キ
ン
の
前
に
持
っ
て
き
た
。
ザ
イ
キ
ン
は
お
茶
を
飲
み
、
パ
ン
を
食
べ
る
と
、
胸
中
が
不

愉
快
で
、
寝
室
に
行
き
、
寝
台
に
横
た
わ
る
。）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
で
は
、
拒
否
さ
れ
た
妻
は
散
々
と
言
え
る
ほ
ど
ザ
イ
キ
ン
を
責
め
て
い
る
。
ま
た
、
召
使
が
立
食
を
買
っ
て
き
て
か
ら
、

妻
は
友
達
と
一
緒
に
食
事
す
る
が
、
ザ
イ
キ
ン
は
自
分
一
人
だ
け
で
お
茶
と
パ
ン
を
晩
飯
と
し
て
食
べ
る
。
余
計
者
の
イ
メ
ー
ジ
が

い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
い
る
。
訳
本
に
は
、
底
本
に
は
な
い
①
と
②
と
い
う
、
冷
血
独
自
の
内
容
が
あ
る
。
こ
の
添
加
に
よ
っ
て
、

妻
の
イ
メ
ー
ジ
が
夫
に
不
愛
想
で
、
わ
が
ま
ま
で
あ
つ
か
ま
し
い
女
か
ら
、
夫
の
体
面
を
守
る
た
め
気
を
配
り
、
夫
の
食
事
の
世
話

も
行
き
届
い
て
い
る
良
妻
に
改
変
さ
れ
た
。
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︻
例
８
︼
妻
が
友
達
を
寝
室
に
泊
め
る
た
め
、
既
に
寝
て
い
る
ザ
イ
キ
ン
を
起
こ
す
場
面

底
本
：  

ザ
イ
キ
ン
は
一
時
間
許
り
経
て
、
ナ
デ
ジ
タ
、
ス
テ
バ
ア
ノ
ウ
ナ
の
声
を
聞
き
付
け
た
。「
お
泊
り
に
な
つ
て
も
宜
し
う
御

座
い
ま
せ
う
（
略
）」 

忽
ち
其
所
に
ナ
デ
ジ
タ
、
ス
テ
バ
ア
ノ
ウ
ナ
が
顕
は
れ
る
。「
貴
方
、
も
う
お
眠
み
遊
ば
し
ま
し
た

か
？
」
と
彼
女
は
問
ふ
た
。「
う
む
︙
︙
何
ん
だ
？
」「
貴
方
ね
え
、
何
卒
あ
の
書
斎
の
方
の
長
椅
子
に
行
ら
し
つ
て
眠
ん

で
下
さ
い
な
、」（
一
八
〇
―
一
八
一
頁
）

訳
本
：  

又
過
了
一
点
多
鐘
︐
甘
露
嬢
又
在
那
邊
説
道
住
在
這
裏
有
什
麽
不
好
。（
略
）
忽
然
房
門
開
了
奈
坻
克
已
走
進
房
来
︐
①
軽

軽
地
叫
著
柴
根
道
你
已
睡
好
了
麽
你
已
睡
好
了
麽
。
②
柴
根
怒
道
不
睡
好
還
有
什
麽
事
。
③
奈
坻
克
道
休
要
動
氣
︐
請
你

今
夜
到
書
房
裏
去
睡
罷
。（
五
頁
）（
拙
訳
：
又
一
時
間
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
カ
ン
ロ
嬢
は
ま
た
そ
こ
で
言
う
。「
こ
こ
に
泊

ま
っ
て
も
悪
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。」（
略
）
忽
ち
寝
室
の
扉
が
開
き
、
ナ
デ
ジ
タ
は
入
っ
て
き
た
。「
あ
な
た
、
寝
て
ら
っ

し
ゃ
る
の
、
寝
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
。」
と
軽
く
ザ
イ
キ
ン
に
囁
く
。
ザ
イ
キ
ン
は
怒
り
出
し
て
、「
い
や
、
ま
た
な
ん
だ
い
。」

ナ
デ
ジ
タ
は
い
う
、「
怒
ら
な
い
で
ね
、
今
夜
、
書
斎
に
移
っ
て
寝
て
頂
戴
。」）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
で
は
、
す
で
に
寝
て
い
る
ザ
イ
キ
ン
を
起
こ
し
、
劇
場
の
友
達
を
泊
め
よ
う
と
す
る
の
は
妻
（
ナ
デ
ジ
タ
、
ス
テ
バ
ア

ノ
ウ
ナ
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
訳
本
で
は
、
友
達
を
泊
め
よ
う
と
す
る
の
は
妻
で
は
な
く
、
友
人
の
甘
露
娘
に
書
き
換
え
ら

れ
た
。
そ
の
た
め
、
ザ
イ
キ
ン
を
起
こ
す
こ
と
は
妻
の
主
体
的
な
行
動
で
は
な
く
、
や
む
を
得
ぬ
行
動
と
な
る
。
ま
た
、
底
本
に
お

け
る
ザ
イ
キ
ン
は
疎
外
さ
れ
て
も
、
不
愉
快
と
感
じ
て
も
何
も
言
わ
ず
、
現
実
に
対
し
て
い
か
に
も
無
力
な
人
で
あ
る
。
訳
本
で
は
、

①
と
③
の
加
筆
に
よ
っ
て
、
妻
の
ザ
イ
キ
ン
に
対
す
る
す
ま
な
い
気
持
ち
と
愛
情
を
表
し
、
妻
の
夫
へ
の
態
度
を
冷
淡
か
ら
愛
情
の

あ
る
も
の
へ
と
改
変
し
た
。
ま
た
②
の
増
加
に
よ
り
、
ザ
イ
キ
ン
は
無
力
な
余
計
者
か
ら
、
自
我
を
強
く
主
張
す
る
家
庭
の
主
人
に

変
え
ら
れ
た
。

 

︻
例
９
︼
ザ
イ
キ
ン
が
書
斎
に
移
っ
て
寝
る
場
面

底
本
：  「
お
父
様
、
あ
の
奈
何
し
て
蚊
は
眠
ら
な
い
の
？
」
と
ベ
エ
チ
ヤ
は
問
ふ
。「
其
り
や
︙
︙
」
と
、
ザ
イ
キ
ン
は
ぶ
つ
ぶ
つ

言
ふ
。「
其
り
や
何
さ
、
お
父
様
と
貴
様
は
余
計
者
だ
か
ら
︙
︙
な
あ
、
睡
る
所
も
無
い
の
だ
わ
ッ
！
」（
一
八
二
頁
）

訳
本
：  （
息
子
い
う
―
筆
者
附
）
為
什
麽
那
蚊
蟲
不
睡
覚
的
。
柴
根
歎
了
一
口
氣
説
道
那
是
︙
︙
那
是
和
你
阿
父
相
似
要
睡
也
没
有
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的
所
在
。（
六
頁
）（
拙
訳
：
息
子
は
言
う
。「
ど
う
し
て
蚊
は
眠
ら
な
い
の
。」
ザ
イ
キ
ン
は
溜
息
を
つ
い
て
言
う
。「
そ
れ

は
だ
ね
︙
︙
そ
れ
は
パ
パ
と
お
前
と
同
じ
で
、
寝
よ
う
と
し
て
も
眠
る
場
所
さ
え
な
い
ん
だ
ろ
う
ね
。」）

 

︿ 

分
析
﹀
底
本
の
結
末
に
は
、「
お
父
様
と
貴
様
は
余
計
者
だ
か
ら
」
と
い
う
嘆
き
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
タ
イ
ト
ル
と
呼
応
し
て
的
を

射
た
、
小
説
の
主
旨
文
と
い
え
る
。
訳
本
は
こ
の
一
文
を
削
除
し
た
。
そ
れ
は
冷
血
が
「
余
計
者
」
と
い
う
主
題
を
否
定
し
た
と
理

解
し
て
も
構
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
比
較
を
通
し
て
、
冷
血
訳
『
生
計
』
と
底
本
と
の
違
い
を
ま
と
め
て
お
く
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
テ
ー
マ
の
「
余
計
者
」
は

ザ
イ
キ
ン
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
下
等
文
官
で
あ
る
ザ
イ
キ
ン
は
、
金
銭
の
負
担
を
背
負
っ
て
、
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
疎
外
さ

れ
て
い
る
知
識
人
で
あ
る
。
生
活
に
不
満
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
、
反
抗
力
と
行
動
力
に
欠
け
て
い
る
の
で
、
現
状
を
打
ち
破
る
こ

と
は
で
き
ず
、
精
力
の
は
け
口
も
見
つ
か
ら
な
い
。
結
局
、
憂
鬱
の
運
命
を
背
負
っ
て
、
穏
和
で
従
順
な
余
計
者
と
し
て
、
退
屈
な
日

常
を
過
ご
す
ほ
か
は
な
い
。
小
説
に
は
抒
情
的
な
景
色
描
写
と
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
た
心
理
記
述
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
は

軽
い
陰
翳
が
た
だ
よ
う
感
傷
的
な
作
品
と
な
る
。

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
冷
血
は
翻
訳
に
際
し
て
、
原
文
の
伝
え
る
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
た
。
ま
ず
、
訳
本
は
人
物
の
心
理

描
写
と
風
景
描
写
を
多
く
削
除
し
た
。
そ
の
た
め
、
訳
本
に
は
底
本
の
有
し
た
抒
情
的
な
雰
囲
気
と
隠
喩
の
意
味
を
失
っ
た
。
次
に
、

底
本
で
は
、
ザ
イ
キ
ン
の
「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
は
妻
と
息
子
の
自
分
に
対
す
る
態
度
の
描
写
に
よ
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
冷
血
は
妻
と
息
子
の
ザ
イ
キ
ン
に
対
す
る
無
愛
想
な
態
度
を
愛
情
の
あ
る
態
度
に
改
訳
し
た
た
め
に
、
ザ
イ
キ
ン
は
家
族
に
無

視
さ
れ
る
疎
外
者
か
ら
愛
さ
れ
る
人
に
変
化
し
た
。
最
後
に
、
底
本
の
結
末
に
出
て
く
る
ザ
イ
キ
ン
の
嘆
息
は
、
小
説
の
主
題
を
際
立

た
せ
て
、
テ
ー
マ
小
説
と
し
て
受
容
さ
れ
る
作
者
の
意
図
が
こ
こ
か
ら
見
え
る
。
し
か
し
、
冷
血
の
訳
本
に
お
い
て
、
こ
の
一
文
が
削

ら
れ
た
。
前
述
し
た
内
容
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
そ
の
削
除
は
お
そ
ら
く
誤
訳
、
欠
落
で
は
な
く
、
意
識
的
に
ザ
イ
キ
ン
の
「
余
計
者
」

イ
メ
ー
ジ
を
弱
化
、
否
定
し
よ
う
と
す
る
冷
血
の
意
識
的
な
作
業
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
改
変
を
通
し
て
、
訳
本
の
『
生
計
』
は
、『
余
計
者
』
と
は
全
く
異
な
る
新
た
な
小
説
と
し
て
訳
者
に
よ
っ
て
意
図

的
に
訳
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
訳
本
の
主
人
公
ザ
イ
キ
ン
は
底
本
と
の
共
通
点
は
、
お
金
に
ゆ
と
り
の
な
い
生
活
に
疲
れ
た
知
識
人

と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
余
計
者
』
の
テ
ー
マ
と
は
ず
い
ぶ
ん
離
れ
て
い
る
が
、『
生
計
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
む
し
ろ
相
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応
し
い
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
冷
血
は
知
識
人
の
内
面
世
界
に
力
点
が
置
か
れ
る
「
余
計
者
」
小
説
を
、
彼
ら
の
生
活
苦
に
焦
点
化

し
た
作
品
に
改
訳
し
た
。
で
は
、
冷
血
が
改
訳
し
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

三　
﹃
生
計
﹄
改
訳
の
原
因

翻
訳
は
時
代
や
社
会
背
景
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
そ
の
時
代
の
影
響
を
受
け
、
社
会
背
景
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
を
呈
す
る
。『
生

計
』
と
『
余
計
者
』
の
受
容
の
違
い
を
検
討
す
る
に
は
、
そ
の
答
を
ま
ず
翻
訳
当
時
、
中
日
両
国
の
社
会
環
境
、
文
学
背
景
に
求
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
ロ
シ
ア
文
学
が
明
治
、
大
正
期
の
作
家
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
特
に
「
余
計
者
」

文
学
は
日
本
の
作
家
た
ち
に
魅
力
的
に
感
じ
ら
れ
た
。

︵
１
︶　

社
会
・
文
学
的
背
景

明
治
二
十
年
、
二
葉
亭
四
迷
は
『
浮
雲
』
を
世
に
お
く
っ
た
。
こ
の
小
説
は
知
識
人
の
「
内
面
的
な
苦
し
み
と
動
揺
」、「
実
行
力
に

乏
し
い
知
識
人
の
近
代
的
性
格
を
は
じ
め
て
み
ご
と
に
解
剖
し
た
点
が
重
大
で（
５
）」、
日
本
本
国
の
「
余
計
者
」
小
説
の
最
初
作
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
森
鴎
外
の
『
舞
姫
』（
一
八
九
〇
）、
明
治
四
十
年
代
の
夏
目
漱
石
に
よ
る
三
部
作
や
自
然
主
義
の
作
品
な
ど
も

引
き
続
き
、
知
識
人
の
苦
悶
は
日
本
文
学
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

一
方
、
日
露
戦
争
前
後
か
ら
、
ロ
シ
ア
文
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
ロ
シ
ア
文
学
は
、
主
に
二
葉
亭
四
迷
の
訳
に
よ
っ

て
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
、
ガ
ル
シ
ン
と
い
っ
た
主
要
な
作
家
た
ち
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら
、

チ
ェ
ー
ホ
フ
が
盛
ん
に
翻
訳
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
て
い
た
が
、「
余
計
者
」
文
学
は
す
で
に
相
当
多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
た
。
明
治

三
十
年
代
、「
余
計
者
」
の
代
表
作
、
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の
『
現
代
の
英
雄
』（
一
八
四
〇
）
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
ル
ー
ジ
ン
』（
一
八

五
六
）
が
小
金
井
喜
美
子
、
二
葉
亭
四
迷
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
浴
泉
記
』（
一
八
九
二
）、『
浮
き
草
』（
一
八
九
七
）
と
し
て
翻
訳

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
、
日
清
戦
争
の
「
戦
後
の
日
本
の
、
敗
残
に
近
い
生
活
を
い
と
な
む
小
市
民
的
な
知
識
階
級
の
同
感
を
引
い
」
て（
６
）、

若
者
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
た（
７
）。
こ
と
に
『
浮
き
草
』
の
主
人
公
ル
ー
ジ
ン
の
感
化
力
は
大
き
か
っ
た
。
島
崎
藤
村
や
田
山
花
袋
ら
明
治

文
学
家
た
ち
は
ル
ー
ジ
ン
を
愛
読
し
た
若
き
日
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
若
か
っ
た
日
の
友
達
仲
間
で
ツ
ル
ゲ
ネ
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エ
フ
の
愛
読
者
で
な
い
も
の
は
無
か
っ
た
く
ら
ゐ（
８
）」、「
五
六
人
集
っ
た
あ
る
席
上
で
、
何
う
い
ふ
拍
子
か
、
ふ
と
、
魯
西
亜
の
小
説
家

イ
・
エ
ス
・
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
の
作
品
に
話
が
移
っ
て
、
ル
ウ
ヂ
ン
の
末
路
や
、
バ
ザ
ロ
フ
の
性
格
な
ど
に
、
い
ろ
い
ろ
興
味
の
多
い
批

評
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た（
９
）」。
彼
ら
は
自
作
の
小
説
の
中
に
同
種
の
人
間
た
ち
を
多
く
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
花
袋
『
蒲
団
』
で
、
時
雄
は
自
分
を
「
余
計
者
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。「
恋
、
恋
、
恋
、
今
に
な
っ
て
も
こ
ん
な
消
極
的
な
運
命
に

漂
わ
さ
れ
て
居
る
か
と
思
う
と
、
其
の
身
の
意
気
地
な
し
と
運
命
の
つ
た
な
い
こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
迫
っ
た
。
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
の

い
わ
ゆ
るsuperflous m

an!

だ
と
思
っ
て
、
其
の
主
人
公
の
儚
い
一
生
を
胸
に
繰
り
返
し
た（

（1
（

。」

ほ
と
ん
ど
の
作
家
が
「
余
計
者
」
の
姿
に
陶
酔
し
て
い
た
明
治
、
大
正
期
の
日
本
と
違
い
、
同
時
期
の
中
国
文
学
は
全
く
違
う
様
相

を
呈
し
て
い
た
。
日
清
戦
争
の
敗
戦
は
清
国
の
人
々
に
多
大
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
種
々
の
救
国
救
民
運
動
が
実
行
さ
れ

た
。
一
八
九
八
年
、
維
新
変
法
が
失
敗
に
終
わ
り
、
日
本
に
亡
命
し
た
梁
啓
超
は
日
本
の
政
治
小
説
『
佳
人
奇
遇
』
に
触
発
さ
れ
、「
小

説
界
革
命
」
を
唱
え
、
国
を
救
い
、
民
衆
を
目
覚
め
さ
せ
る
道
具
と
し
て
小
説
の
効
用
を
強
調
し
た
。
小
説
が
革
命
鼓
吹
、
社
会
弊
害

の
風
刺
、
国
家
の
建
設
と
い
っ
た
功
利
主
義
的
小
説
観
に
は
注
目
し
た
も
の
の
、
知
識
人
の
内
面
へ
の
観
照
と
い
っ
た
面
に
は
ま
だ
気

づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

近
代
中
国
で
最
初
に
翻
訳
さ
れ
た
「
余
計
者
」
小
説
は
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の
『
現
代
の
英
雄
』
で
あ
る
。
し
か
し
全
訳
で
は
な
く
、

原
作
の
第
一
部
分
「
ベ
ー
ラ
」
を
選
訳
し
、『
銀
鈕
碑
』（
一
九
〇
七
）
と
改
題
し
た
上
で
「
言
情
小
説
」
と
し
て
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
時
、
訳
者
呉
梼
に
「
余
計
者
」
文
学
の
類
型
意
識
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
次
に
翻
訳
さ
れ
た
の
が
冷
血

の
『
生
計
』（
一
九
〇
九
）
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
も
「
余
計
者
」
イ
メ
ー
ジ
を
正
し
く
伝
え
て
い
な
い
。
一
九
二
一
年
、

各
作
家
の
ロ
シ
ア
文
学
に
対
す
る
批
評
を
ま
と
め
た
『
俄
羅
斯
文
学
研
究
』
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
「
近
代
俄
羅
斯
文

学
底
主
潮
」
と
い
う
文
章
に
、「
余
計
者
」
が
は
じ
め
て
現
れ
、「
多
余
者
」
と
訳
さ
れ
た
。
し
か
し
、
文
章
は
そ
の
言
葉
に
触
れ
る
だ

け
に
と
ど
ま
り
、
詳
し
い
説
明
、
作
品
と
結
び
つ
い
た
分
析
な
ど
は
一
切
な
か
っ
た
。
他
の
文
章
で
は
、
同
種
の
人
物
を
指
す
時
に
、

「
忏
悔
的
貴
族
」
等
の
言
葉
を
使
う
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、「
余
計
者
」
文
学
は
当
時
ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
一
九
二
四
年
、
郁
達
夫

は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
『
余
計
者
の
日
記
』
を
『
零
余
者
的
日
記
』
と
し
て
翻
訳
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
「
余
計
者
」

文
学
の
本
格
的
な
受
容
は
始
ま
っ
た
。
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つ
ま
り
、
中
国
で
は
、「
余
計
者
」
文
学
が
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
余

計
者
」
の
描
い
た
内
容
が
五
四
文
学
の
求
め
る
知
識
人
の
内
面
の
声
お
よ
び
個
人
の
自
覚
と
合
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
に
お
い
て
、
知
識
人
は
革
命
鼓
吹
、
社
会
弊
害
の
風
刺
、
国
家
の
命
運
に
情
熱
を
傾
け
て
お
り
、「
余
計

者
」
文
学
を
認
識
、
理
解
す
る
社
会
条
件
と
文
学
背
景
が
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
一
九
〇
九
年
『
余
計
者
』
に
出
会
っ
た

冷
血
は
作
品
の
モ
チ
ー
フ
を
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

︵
２
︶　

冷
血
自
身
の
文
学
転
向

「
生
計
」
は
字
面
の
通
り
「
暮
ら
し
を
立
て
る
た
め
の
手
だ
て
」
と
云
う
意
味
で
あ
る
。「
余
計
者
」
の
趣
旨
を
理
解
し
な
か
っ
た
冷

血
は
な
ぜ
こ
の
小
説
の
「
生
計
」
と
い
う
点
に
テ
ー
マ
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
冷
血
自
身
の
翻
訳
題
材
の
変
化
に
関
係
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
冷
血
の
翻
訳
小
説
は
一
九
〇
九
年
を
境
に
、
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
、
一
九
〇
九
年

以
前
を
前
期
、
以
降
を
後
期
と
称
す
る
。

前
期
の
翻
訳
小
説
の
代
表
作
と
し
て
『
遊
皮
』『
三
縷
髪
』『
美
人
狩
』『
食
人
会
』『
巴
黎
的
秘
密
』『
白
雲
塔
』『
新
蝶
夢
』『
虚
無
党

奇
話
』
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
陰
狠
」「
激
急
」「
曲
折
変
幻（

（1
（

」
と
自
ら
評
す
『
遊
皮
』、「
思
想
変
幻
層
出
不
窮
」「
起
伏
有
線（

（1
（

」
と
評
さ

れ
た
『
三
縷
髪
』、
又
「
妖
怪
」「
美
人
」「
妖
巧
」「
侠
客（

（1
（

」
等
を
す
べ
て
網
羅
す
る
『
美
人
狩
』
は
い
ず
れ
も
不
思
議
な
探
偵
物
語
で

あ
る
。『
食
人
会
』、『
巴
黎
的
秘
密
』
は
そ
れ
ぞ
れ
人
食
い
事
件
、
父
親
の
伯
爵
と
長
年
離
れ
離
れ
で
乞
食
に
な
っ
た
娘
の
経
歴
を
取
り

扱
う
「
世
界
奇
談
」
で
あ
り
、『
白
雲
塔
』『
新
蝶
夢
』
は
妖
怪
、
侠
客
、
変
容
術
な
ど
が
混
じ
っ
た
現
実
に
あ
り
え
な
い
奇
想
天
外
な

筋
立
て
で
あ
る
。
そ
し
て
『
虚
無
党
奇
話
』
は
「
奇
話
」
の
示
す
如
く
、
劇
的
な
変
化
に
富
む
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
冷
血
は

一
九
〇
四
年
に
小
説
専
門
誌
の
『
新
新
小
説
』
を
創
刊
し
、
主
筆
と
し
て
活
躍
し
た
。『
新
新
小
説
』
も
冷
血
の
前
期
小
説
の
主
な
掲
載

誌
と
な
っ
た
。
創
刊
号
か
ら
開
設
さ
れ
た
欄
目
「
世
界
奇
談
」
に
、
冷
血
の
書
い
た
序
文
が
あ
る
。

（
前
略
）
天
下
之
境
無
儘
止
︐
天
下
之
好
探
境
者
亦
無
儘
止
。
我
願
捜
索
世
界
之
奇
境
異
境
︐
以
與
天
下
好
探
新
境
者
共
領
略
。
我

乃
佐
采
譯
世
界
奇
談
。（
拙
訳
：
天
下
の
境
地
は
果
て
が
な
い
。
天
下
の
境
地
の
探
究
を
好
む
者
も
無
数
で
あ
る
。
私
は
世
界
の
奇

怪
、
怪
異
な
境
地
を
捜
索
し
、
こ
れ
を
以
て
天
下
の
新
境
地
を
探
索
す
る
こ
と
を
好
む
方
々
と
共
に
体
験
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
私
は
世
界
の
奇
談
を
採
録
し
て
訳
す
の
で
あ
る（

（1
（

。
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冷
血
は
小
説
理
念
に
関
す
る
文
章
を
多
く
書
き
残
さ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
文
章
は
同
時
期
の
冷
血
の
小
説
観
を
理
解
す
る
上
で
重

要
で
あ
る
。
序
文
に
見
え
る
よ
う
に
、
世
界
の
奇
怪
な
物
語
を
網
羅
し
紹
介
す
る
こ
と
を
冷
血
は
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
期
の

小
説
は
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
こ
の
目
標
に
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
当
時
の
中
国
小
説
界
が
求
め
て
い
た
趣
味
と
一
致
し
て

お
り
、
読
者
を
魅
了
し
高
い
人
気
を
博
し
た
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
。

一
九
〇
九
年
以
降
の
翻
訳
小
説
は
前
期
と
は
異
な
る
。
主
人
公
は
王
族
淑
女
か
ら
平
凡
な
一
般
人
に
変
り
、
乞
食
、
下
級
役
人
、
芸

能
者
、
破
産
商
人
な
ど
が
主
役
と
し
て
小
説
の
舞
台
に
登
場
し
始
め
る
。
例
え
ば
、
乞
食
女
の
苦
し
い
生
活
と
高
潔
で
屈
し
な
い
情
操

を
描
写
し
た
『
乞
食
女
児
』、
破
産
の
迫
っ
て
い
る
銀
行
経
営
者
を
主
人
公
と
し
た
『
破
産
』、
街
頭
の
芸
能
者
に
注
目
し
た
『
売
解
女

児
』
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
虚
無
党
（
ニ
ヒ
リ
ス
ト
）
小
説
は
冷
血
の
翻
訳
生
涯
を
貫
く
小
説
類
型
で
あ
る
が
、
一
九
〇
九
年
以
前
の
翻

訳
は
虚
無
党
党
員
に
な
る
ま
で
の
境
遇
の
変
化
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
以
降
の
『
爆
裂
弾
』『
女
偵
探
』
な
ど
は
い
ず
れ

も
党
員
た
ち
の
行
動
を
読
者
に
供
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
期
の
小
説
は
波
瀾
に
富
ん
で
い
る
奇
抜
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
旨
と
し
た
が
、

後
期
の
翻
訳
は
淡
泊
な
筆
致
で
生
活
の
一
断
面
を
描
く
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
一
九
〇
九
年
に
創
刊
さ
れ
、
冷

血
が
主
筆
を
務
め
た
『
小
説
時
報
』
は
冷
血
の
後
期
の
翻
訳
小
説
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。『
新
新
小
説
』
が
「
奇
談
」「
侠
客
談
」
を

主
と
し
た
の
に
対
し
て
、『
小
説
時
報
』
が
取
り
上
げ
る
の
は
、
乱
世
に
生
き
る
各
階
層
の
人
々
の
幸
福
や
苦
難
、
様
々
な
境
遇
で
あ

る
。『
生
計
』
は
一
九
〇
九
年
の
『
小
説
時
報
』
第
二
期
に
訳
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
に
、
冷
血
に
よ
る
翻
訳
は
合
計
で
十
一

部
あ
る
。『
吸
煙
会
』
の
よ
う
な
新
聞
記
事
を
除
け
ば
、
真
に
小
説
と
言
え
る
も
の
は
下
記
の
七
部
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
俄
国
之
偵
探
術
（『
小
説
時
報
』
第
一
期
、
一
九
〇
九
年
九
月
一
日
）

②
科
学
偵
探
（『
時
報
』、
一
九
〇
九
年
九
月
十
九
―
二
十
六
日
）

③
俄
帝
彼
得
（『
小
説
時
報
』
第
一
期
、
一
九
〇
九
年
九
月
一
日
）

④
生
計
（『
小
説
時
報
』
第
二
期
、
一
九
〇
九
年
十
月
一
日
）

⑤
火
車
盗
（『
小
説
時
報
』
第
二
期
、
一
九
〇
九
年
十
月
一
日
）

⑥
空
中
飛
板
（『
小
説
時
報
』
第
三
期
、
一
九
〇
九
年
十
一
月
一
日
）

⑦
怪
美
人
（『
小
説
時
報
』
第
三
期
、
一
九
〇
九
年
十
一
月
一
日
）
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①
は
ロ
シ
ア
の
探
偵
と
腕
を
競
う
虚
無
党
の
活
動
を
書
く
虚
無
党
小
説
。
②
は
科
学
の
技
術
を
使
っ
て
殺
人
事
件
を
解
決
す
る
探
偵

小
説
。
③
が
描
い
た
の
は
当
時
の
社
会
風
潮
を
反
映
し
、
浪
費
そ
し
て
女
性
と
の
社
交
に
夢
中
に
な
る
文
官
た
ち
の
話
、
民
衆
の
生
活

に
関
心
を
寄
せ
、
現
実
性
が
強
い
。
⑤
は
生
計
を
立
て
る
た
め
、
列
車
を
強
奪
す
る
強
盗
の
話
。
⑥
は
山
で
狼
と
遭
遇
し
、
板
を
利
用

し
て
自
分
を
救
う
あ
る
猟
師
の
話
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
冷
血
は
中
編
小
説
『
商
界
鬼
蜮
記
』
を
創
作
し
た
。
こ
の
小
説
は
商
人
、
普

通
の
市
民
を
主
役
に
し
て
、
清
末
の
社
会
に
お
け
る
人
々
の
生
存
の
実
態
を
念
入
り
に
描
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
冷
血
が
清
末
当
時

の
商
業
界
の
苦
境
、
人
々
の
苦
し
い
生
活
に
対
す
る
深
い
同
情
が
窺
え
る
。

総
じ
て
言
え
ば
、
一
九
〇
九
年
以
降
、
冷
血
の
翻
訳
は
国
民
の
現
実
生
活
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
一
九
〇
九
年
頃
、
人
々

の
商
業
活
動
、
日
常
生
活
は
冷
血
の
翻
訳
、
創
作
の
テ
ー
マ
に
な
る
。
そ
う
し
た
意
識
が
念
頭
に
あ
っ
た
冷
血
は
『
余
計
者
』
の
翻
訳

に
お
い
て
、
金
に
ゆ
と
り
の
な
い
下
級
知
識
人
の
生
活
苦
に
焦
点
を
絞
り
、
原
作
を
改
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

結　
　

び

常
に
日
本
の
文
学
界
に
関
心
を
寄
せ
、
情
報
を
い
ち
早
く
獲
得
し
て
い
た
冷
血
は
、
新
聞
社
の
利
便
を
使
い
、
一
九
〇
八
年
に
刊
行

さ
れ
た
瀬
沼
夏
葉
訳
『
露
国
文
豪
：
チ
エ
ホ
フ
傑
作
集
』
を
い
ち
早
く
入
手
し
た
。
そ
し
て
瀬
沼
訳
の
わ
ず
か
一
年
後
に
は
、『
生
計
』

を
中
国
の
読
者
に
供
し
た
。
だ
が
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
で
は
、「
余
計
者
」
文
学
を
受
け
容
れ
る
準
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
冷
血

自
身
も
国
民
の
生
計
に
意
識
が
向
い
て
い
た
た
め
、
結
果
的
に
、「
余
計
者
」
と
い
う
主
旨
が
つ
か
め
ず
、
削
除
、
修
改
等
を
通
し
て
原

作
の
「
余
計
者
」
の
主
題
を
改
変
し
、
知
識
人
の
内
面
苦
を
表
す
小
説
を
生
計
苦
を
描
い
た
異
な
る
小
説
と
し
て
訳
出
し
た
。
結
局
、

冷
血
訳
『
生
計
』
は
、「
余
計
者
」
文
学
お
よ
び
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
イ
メ
ー
ジ
を
当
時
の
読
者
に
十
分
に
伝
え
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

注

（
１
）  

郭
延
礼
『
中
国
近
代
翻
訳
文
学
概
論
』（
湖
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
二
九
五
頁
）
を
参
照
。
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（
２
）  

張
艶
「
陳
冷
血
両
篇
翻
訳
小
説
的
日
語
底
本
」（『
清
末
小
説
』、
第
三
五
終
刊
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
四
六
頁
）

（
３
）  

川
端
香
男
里
『
ロ
シ
ア
文
学
史
』（
岩
波
全
書
、
一
九
八
六
年
九
月
）、
藤
沼
貴
、
小
野
理
子
、
安
岡
治
子
『
ロ
シ
ア
文
学
案
内
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
４
）  
こ
こ
の
「
上
」（
乗
る
）
は
「
下
」（
降
り
る
）
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）、（
６
）　

吉
田
精
一
『
現
代
日
本
文
学
史
』、
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
、
二
四
頁
―
二
五
頁
、
六
十
頁
。

（
７
）  

奥
村
剋
三
・
左
近
毅
編
『
ロ
シ
ア
文
化
と
近
代
日
本
』、
世
界
思
想
社
、
一
九
九
八
年
六
月
、
五
三
頁
。

（
８
）  

島
崎
藤
村
「
ル
ウ
ヂ
ン
と
バ
ザ
ロ
フ
」（
初
出
：「
雄
弁
」、
大
正
九
年
三
月
）、『
島
崎
藤
村
全
集
九
巻
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、

二
四
五
―
二
五
二
頁
。

（
９
）  

田
山
花
袋
「
重
右
衛
門
の
最
後
」（
初
出
：
明
治
三
五
年
、『
ア
カ
ツ
キ
叢
書
』
第
五
編
）、『
国
木
田
独
歩 

田
山
花
袋
集
』、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
〇
年
五
月
、
三
二
三
頁
。

（
10
）  

田
山
花
袋
「
蒲
団
」（
初
出
：「
新
小
説
」、
明
治
四
〇
年
九
月
号
）、
注
９
前
掲
書
、
三
五
八
頁
。

（
11
）  

『
俄
国
文
学
研
究
』
に
収
め
る
「
十
九
世
紀
俄
国
文
学
的
背
景
」、「
近
代
俄
羅
斯
文
学
底
主
潮
」（『
小
説
月
報
』
第
十
二
巻
号
外
、
一
九

二
一
年
九
月
）
等
の
文
章
を
参
照
。
ま
た
、
五
四
以
降
、
ロ
シ
ア
文
学
史
に
関
す
る
著
作
が
二
部
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
二
四
年
の

鄭
振
鐸
に
よ
る
『
俄
国
文
学
史
略
』
と
、
一
九
二
七
年
の
瞿
秋
白
・
蔣
光
慈
の
執
筆
し
た
『
俄
国
文
学
史
』
で
あ
る
。
前
者
で
は
、「
余
計

者
」
の
代
表
作
品
を
紹
介
し
た
が
、「
余
計
者
」
と
い
う
用
語
を
使
わ
ず
、
類
型
と
見
做
し
て
い
な
い
。
後
者
で
は
、「
多
余
的
人
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
同
種
の
小
説
を
分
析
し
た
。

（
12
）  

冷
血
訳
「
遊
皮
」
訳
者
付
記
、『
偵
探
談
一
』、
有
正
書
局
、
一
九
〇
三
年
。

（
13
）  

冷
血
訳
「
三
縷
髪
」
序
、『
偵
探
談
三
』、
有
正
書
局
、
一
九
〇
四
年
。

（
14
）  

冷
血
訳
「
美
人
狩
」
序
、『
偵
探
談
四
』、
有
正
書
局
、
一
九
〇
四
年
。

（
15
）  

冷
血
「
世
界
奇
談
」
序
文
、『
新
新
小
説
』
第
一
年
第
一
号
、
一
九
〇
四
年
八
月
一
日
。




